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【目的】	
 

	
 一指導者（K氏）が、小学校1~4 年生を対象とした

アスリート養成講座で行った運動プログラムに着目し、

その指導の視点及び運動プログラムの内容から、その特

性や傾向を明らかにすることを目的とした。また、小学

生を対象とした多様な運動プログラム開発及び指導に

いかすための実践的な基礎的資料を得ることを目的と

した。	
 

【方法】	
 

1. 指導者調査	
 
	
 K氏(男性、47歳)を対象として、資料・文献調査及び

運動プログラムの目的、指導の視点についてインタビュ

ー調査を行い、記録用紙に記入した。	
 

2. 運動プログラム内容に関する調査	
 
	
 小学校1~4年生の男女、約15名を対象に、1回2時

間、F県K町体育館で行われたアスリート養成講座にお

いて、7月2日~10月22日の間に実施された計10回（67

プログラム）の運動プログラム内容について調査を行っ

た。運動プログラムは、練習の構成（はじめ、なか 1、

なか2、おわり）、人数条件（1人、ペア、グループ・集

団）、用具使用の有無、交流の有無、運動の目的（イン

タビュー内容から20項目）、体力要素、動きの構成の7

項目で分類し、それらの傾向について調査した。	
 

【結果と考察】	
 

1. 指導者調査	
 
（１）	
 指導実績について	
 

	
 過去20年間における指導実績は、県大会における入

賞者が、女子は25件、男子は17件であり、走幅跳にお

ける入賞者が多い傾向にあった。	
 

（２）	
 指導の視点について	
 

	
 指導の視点については、指導者と子どもの関係、モチ

ベーションの高め方、練習の構成、アスリート養成講座

におけるK氏の指導目的の4点から考察を加えた。その

結果、指導の際に重要な3つの視点が示された。1点目

は、「楽しませる」という視点である。子どもたちの笑

顔、集中する姿（＝楽しんでいる状態）は指導者にとっ

ては指導意欲につながるとK氏は考えており、楽しませ

るために運動内容や練習の構成を工夫していることが

明らかとなった。2 点目は、「明確な目標を示す」とい

う視点である。各運動場面において、常に目標を与える

ことを重視していた。3 点目は、「多様な運動経験をさ

せる」という視点である。運動の実施時間を確保し、多

様な運動経験を通して、基本的な動きの獲得を目指すこ

とを目的に活動していることが明らかとなった。	
 

2. 運動プログラムについて	
 
	
 実施された67プログラムを調査したところ、ペアまた

はグループで行う運動が合わせて 31 件(46%)で半数近

くを占めた。用具使用の有無は、用具を使用した運動が

42件(63%)で6割以上を占め、そのうちボール（バスケ

ットボール、テニスボール、ゴムボールなど）を用いた

運動が21件(31%)で最も多かった。交流の有無は、交流

がある運動が31件(51%)で、半数以上を占めた。運動の

目的では、筋力を高めることを目的とした運動が28件

(42%)で最も多かった。体力要素では、巧みな動きが46

件(69%)で6割以上を占めた。動きの構成は、体を移動

する運動が45件(67%)で、そのうち走る動きが24件で

最も多かった。練習の展開別にみると、「はじめ」では

用具の使用及び交流がある運動を中心としており、「な

か１」は筋力、基礎感覚、調整力を高めることを目的と

した運動、「なか２」で再び用具を用いた運動や巧みな

動きを身につける運動、「おわり」では交流が多く、力

強い動きを中心とした運動で構成されている傾向があ

ることが明らかになった。これらの結果から、本対象の

運動プログラムにおいては、人や用具を使用するといっ

た多様な運動経験をねらいとしたものが多かった。	
 

【結論】	
 

	
 実施されたプログラムには、次の傾向が認められた。

運動条件においては、一般的な陸上競技の練習よりも用

具の使用や交流がある運動が多い傾向にあった。また、

走・跳・投の基本的動作に加えて、支える、バランスを

保つといった動きが多いことから、多様な動きによって

プログラムが構成されていることが認められた。さらに、

大事な練習を先に行う、単調な練習を楽しい運動で「サ

ンドイッチ」するというK氏の考え方に基づいた構成で

あることが認められた。	
 

	
 今後は、本研究で得られた知見を活用して、プログラ

ム開発とその実践を通して、小学生における多様な運動

プログラムの効果の検証を行っていく必要がある。	
 


